
昭和34年12月20日発行ひさあ第 52号(1) （踏晶~~~~）

所電発第J 11 境L、近間成白
冗

送料凹ドj

一

oi
u会

一

十

一
川
十
三
H
午
前
十
時
間
十
分
か
ら

一

役
場
内
常
任
安
比
会
会
前
慌
に
お
い
て

一

次
の
ζ

と
に
つ
い
て
務
開
削
さ
れ
る
。

一

川
国
民
健
樹
保
険
巡
営
状
況
に
つ
い
て

一

似
第
一
保
育
同
住
築
欧
督
に
つ
い
て

－m境
、
大
半
の
引
揚
げ
者
住
宅
に
つ
い

一

て

一

仙
泊
病
院
待
合
室
の
件
に
つ
い
て

一
川
の
件
に
つ

い
て
は
上
半
期
の
実
績
が
出

一

た
の
で
そ
の
説
明
を
聞
く
、

昨
年
よ
り

一

利
川
件
数
の
別
に
作
い
縦
長
世
保
険
者

れ
担
の
刑
制
、
こ
れ
に
対
す
る
予
算
の

一

関
係
、
こ
の
ま
ま
で
は
保
険
税
の
引
上

一

げ
が
予
想
さ
れ
る
。
引
し
引
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
山
市
践
に
出
っ
た
時
は
住
民

に
よ
く
了
解
し
て
い
た
だ
く
よ
う
役
柄

慌
を
駒
子
る
こ
と
U

仰
の
件
に
つ
い
て
は
常
任
監
督
に
設
計
者

の
石
井
さ
ん
を
、
委
員
会
に
お
レ
て
も

そ
の
時
に
応
じ
て
出
る
こ
と
に
な
る
。

聞
の
件
に
つ
レ
て
は
、
大
半
、
境
の
引
州
市

者
住
宅
は
居
住
者
に
払
下
げ
る
。
塩
田

部
誌
の
分
は
了
解
に
達
し
な
い
い
た
も
あ

り
保
留
。

川仰の
件
に
つ
い
て
は
、
A
FJ

U

交
で
杭
下
が
待

合
室
に
な
っ
て
い
る
の
は
よ
く
な
い
と
F

の
こ
と
で
了
解。

一

以
上
委
員
会
と
し
て
の
終
論
。
閉
会
は

一

午
後
O
時

三

十

分

一

。
説
会
境
川
発
電
所
住
設
工
事
現
均
視
察

一

境
川
の
開
発
に
伴
い
制
臼
町
の
総
合
間

一

発
に
資
す
る
た
め
と
工
郁
凶
係
者
の
激

－

励
を
駅
ね
て
十
一
月
二
十
五
日
境
川
発
一

電
所
建
設
工
事
を
議
会
様
員
が
視
察
を

一

行
う
。

一

当
日
は
針
り
似
し
く
耐
で
あ
っ
た
が
北

一

電
及
び
村
上
建
設
の
停
な
に
よ
る
箆
し

一

廻
し
の
自
動
車
に
て
職
員
十
七
名
、
町

一

長
、
助
役
、
建
設
謀
長
等
一
行
二
十

一
一

定価一部六円向越印刷印刷所大菅遠ご朝日町役~内編集椴発行人

・0
uh

一日午
後
一

時
三
十
分
役
m
帽
を
出
発
、

HM
弘
に
村
上
山
ぷ
市
政
所
b
z
・
訪
ね
て
技

捗
た
辿
．へ
相
川
次
長
さ
ん
よ
り
工
事
状

凶
に
つ
い
て
許
し
く
説
明
が
あ
る
、
工

出
の
進
捗
中
中
は
九

O
%で
十
月
末
日
ま

で
に
却
し
た
人
口
は
延
べ
十
二
万
人
と

の
こ
と
、
明
年
三
月
に
は
温
水
の
迎
び

に
な
る
と
か
。

次
は
北
屯
境
川
水
系
発
電
所
住
設
事
務

所
へ
、
来
な
を
述
べ
発
電
所
の
内
容
等

に
つ
い
て
布
刷
所
長
さ
ん
よ
り
説
明
を

制
全
後
所
長
さ
ん
自
ら
の
築
内
で
ど
し

ゃ
降
り
の
中
を
第
一
発
電
所
住
設
工
事

安
場
を
視
る
。
雨
の
た
め
曜
堤
行
き
は

中
止
、
帰
途
、
第
二
発
電
所
を
視
て
帰

庁。
O
M
，
生
援
は
会

十
一
月
二
十
七
臼
午
後
舟
比
中
宇
校
・
地

改
鈴
に
附
す
る
ね
制
叶
の
件
以
び
大
家

陀
小
川
子
校
給
水
脳
波
山
川
削
に
つ
い
て
の

仰
い
川
の
作
却
に
つ
い
て
引
併
殺
さ
る
。

。
全
日
協
議
会

十
二
月
一
日
午
前
九
時
三
十
分
よ
り
全

員
協
議
会
を
招
集
。

午
前
中
は
上
小
川
橋
、
三
枚
橋
J
月
山

聞
の
橋
の
梨
設
工
事
現
場
。
泊
町
黒
東

自
動
車
債
の
同
道
八
号
線
の
継
き
道
路

現
地
、
宮
崎
漁
港
等
を
視
察
。
午
後
一

時
三
十
分
過
ぎ
よ
り
協
議
会
開
催
。

三
一枚
橋
J
月
山
間
新
設
橋
の
第
一
期
工

市
分
に
左
山
の
橋
台
が
除
か
れ
て
い
た

の
で
あ
る
が
、
こ
れ
脅
引
税
・
き
施
行
す

る
こ
と
に
決
る
、

理
由
は
財
源
の
見
通

し
の
で
き
た
の
と
、
現
工
事
を
や
る
た

め
の
斑
設
の
利

mに
よ
り
安
〈
工
事
か

で
き
る
た
め
。

次
に
上
小
川
橋
に
つ
い
て
も
来
年
度
早

々
に
残
り
の
分
を
完
成
さ
せ
る
。

国
道
八
号
線
の
つ
な
ぎ
道
路
に
つ
い
て

は
近
〈
茄
工
出
来
る
こ
と
、
宮
崎
漁
港

の
件
に
つ
い
て
本
年
度
一
千
万
円
の
予

定
工
事
が
少
し
繰
上
げ
ら
れ
一
千
四
百

万
円
の
工
都
が
行
わ
れ
た
の
で
町
負
担

三
百
四

t
五
十
万
円
、
予
算
に
は
二
百



中
学
校
卒
築
制
制
度

筆
記
猷
験
（
国
語
、
作
文
．
一一

括
架
設
の
申
込
、
電
話
加
入
栴
の
鎚
渡
一

j

数
学
、
社
会
）
身
体
検
査
、

一

一

去
る
十
二
月
九
日
午
前
十
時
よ
り
U
日

一

そ
の
他
電
話
機
の
移
転
等
の
事
務
は
す
一

日．
1

口
述
試
験

一

一

町
都
市
計
岡
容
醗
蚤
員
会
が
初
日
鉱
さ
れ
朝

一

ベ
て
朝
日
局
で
お
取
扱
い
を
す
る
こ
と

一

市
計
四
街
路
の
審
織
が
行
な
わ
れ
た
処
二
く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
役
場
総
務

一

に
り
な
ま
す
。

ト

応
の
結
論
を
み
た
の
で
早
念
に
建
設
省
に
一
線
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。

一
五
、
山
崎
郵
便
局
で
は
す
ベ
て
従
来
ど
4
一

1
1
i
：
1
1
1
1
J1
i

：
・
、
一

り
お
取
扱
い
を
し
ま
す
。

一

朝

日

町

電

話

の

合

併

統

合

な

る

一
な
お
朝
日
電
報
電
話
局
で
は
新
ら
し
く
お

一

，

，

‘

・J

，

一
く
ば
り
す
る
電
話
番
号
待
で
よ
く
お
調
べ

一

前
略
東
京
出
港
し
て
十
一
月
二
日
多

十

二

月

二

十

六

日

よ

b
実

施

一
に
な
っ
て
新
し
い
番
号
で
お
か
け
下
さ
る

一

少
前
れ
摸
棟
で
し
た
が
以
後
大
伎
に
恵
ま

朝
日
町

－
円

の

電

話

を

す

べ

て

市

内

通

一

ま

す

。

一

ょ

う

、
叉
電
報
電
話
の
ご
利
用
に
お
気
付

一

れ
追
風
に
帆
を
あ
げ
た
よ
う
に
し
て
十
二

話
に
す
る
こ
と
は
多
年
の
懸
案
で
あ
り
強
一
一

、
旧
大
家
庄
．
山
崎
局
の
電
話
番
号
は

一
の
点
は
な
ん
な
り
と
ご
遠
慮
な
く
お
申
出

一

十

一
月
末
に
笑
施
し
ま
し
た
予
防
組
問
一
日
無
事
シ
ン
ガ
ぷ
1
ル
に
入
港
し
ま
し
た

く
要
望
さ
れ
て
L
た
と
こ
ろ
、
町
当
局
お

一

全
部
か
わ
り
ま
す
。

一
く
だ
さ
ゐ
ょ
う
要
望
し
て
お
り
ま
す
。

一中
の
査
察
に
は
町
民
の
皆
様
の
積
極
町
な
一
広
い
福
上
で
す
が
、
民
館
．
伊
能

（遠

よ
び
大
家
圧
山
崎
民
加
入
者
の
皆
さ
ん
方

～

ω
旧
大
家
庄
局
の
加
入
者
の
方
の
番
号
一

電
話
加
入
区
戚
も
変
更
拡
張
さ
れ
ま
す
－
御
協
力
に
よ
り
順
調
に
終
了
す
る
こ
と
が
一
洋
ま
ぐ
ろ
）
台
湾
沖
T

は
ア
メ
リ
カ
の
航

の
絶
大
な
る
ご
協
力
に
よ
り
、
と
の
た
び

一

は
現
在
の
番
号
に
五

O
Oを
加
え
た
一
こ
の
た
び
の
電
話
の
合
併
統
合
に
仲
い
竜

一
出
来
ま
し
た
。

一
空
艦
隊
（
十
四
、

五
笠
）

に
出
合
い
ま
す

日
本
電
信
電
話
公
社
で
は
約

一
千
万
円
の

一

も

の

に

な

り

ま

す

。

一

話
加
入
区
域
も
同
時
に
変
更
に
な
り
．
従

一
全
体
か
ら
申
し
ま
す
と
、
回
一
回
と
大
変
一
し
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
迄
は
退
屈
し
ま
ぜ
ん

費
用
と
二
ヶ
月
の

H
数
を
か
け
市
内
ケ
l
↑凶
旧
山
崎
局
の
加
入
者
の
方
の
番
吟
は
現

一来
大
家
庄
、
山
崎
局
の
普
通
加
入
区
域
、

一
よ
く
火
気
使
間
の
設
備
が
改
善
さ
れ
て
き
一
で
し
た
が
、

赤
道
直
下
の
暑
さ
だ
け
に
は

プ
ル
線
の
刑
設
、
局
内
設
備
の
拡
強
工
事
一

在
の
番
号
に
八

O
Oを
加
え
た
も
の
に
一
お
よ
び
特
別
加
入
区
域
は
そ
れ
ぞ
れ
朝
日

一
て
尉
り
ま
す
が
、
中
に
は
数
凶
御
注
意
申
一
閉
口
し
て
お
り
ま
す
。

を
お
こ
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
と
こ
吋
勺
、

な

り

ま

す

。

一回
阿
の
普
血
加
入
民
域
お
よ
び
特
別
加
入
区

一
し
上
げ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
放
置
さ
れ

一

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
五
日
間
恥
泊
し
、
住

漸
く
工
事
も
光
成
十
二
月
二
十
五
日
午
后

－
〈
例
え
ば
現
在
大
家
圧
五
拾
の
芳
は
五

O
一
域
と
な
る
ほ
か
、
つ
ぎ
の
区
域
は
普
通
加

一
て
い
る
も
の
や
、

危
険
を
知
り
な
が
ら
、

一
附
補
給
の
上
十
七
日
（
十
八
uu
に
延
る
と

三
時
よ
り
大
家
庄
、
山
崎
各
局
の
電
話
は
↑
五
番
に
山
崎
一
五
硲
の
刀
は
八
一
五
番
と

一
入
区
域
、
特
別
加
入
区
以
と
な
り
ま
す
。

一
そ
の
内
そ
の
内
と
一
日
延
ば
し
に
し
て
、

一
息
レ
ま
す
）
山
山
地
し
赤
泊
を
越
え
印
度
伴

朝
日
電
報
施
融
局
に
合
併
し
制
日
間
加
入

・
な
り
ま
す
）

一
利

旧
X
・
家
庄
同
特
別
加
入
区
域
の
う
ち

そ

の
ま
L
使
っ
て
お
い
で
の
所
も
数
件
あ

一
を
一
路
ケ
l
aフ
タ
ウ
ン
に
向
う
予
定
で
す

者
と
し
て
新
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
こ
れ
二
、
山
崎
、
大
家
庄
、
制
H
間
相
互
聞
は

一

大
半
経
団
ハ
開
刷
水
以
東
の
地
に
限
り

り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
は
大
歪
念
改
修
一

亦
逝
祭
は
雄
大
に
や
ら
う
λ
シ
ン
ガ
ボ

ら
加
入
者
相
互
の
通
商
は
、
す
ベ
て
従
来
市
内
通
話
と
な
り
今
ま
で
の
よ
う
な
待

一

ま
す
）
は
普
通
加
入
区
域
に
な
り
ま
す

の
上
お
使
用
下
さ
る
よ
う
お
闘
し
ま
す
。

一
ー
ル
入
路
前
か
ら
酷
い
で
い
ま
す
が
、
ど

の
制
日
間
加
入
者
と
同
様
に
市
内
油
誌
の
合
時
聞
が
な
く
な
り
、
且
つ
市
外
通
話

－
例

制

日

向
特
別
加
入
区
域
の
う
ち
大
字
火
気
使
州
の
殻
制
創
設
‘
改
諸国
な
ど
に
つ

一
う
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か
？
ケ
l
ブ
タ

取

掛

い

と

な

り

ま

し

た

。

料

も

不
要
と
な
り
ま
す
。

－

宮
崎

（
宮
崎
刷
水
以
北
の
地
に
臥
り
ま

い

て
お
相
談
下
さ
れ
ば
掛川以
が
お
℃
に
何

一
ウ
ン
に
十
二
一
月
十
日
入
悦
で
す
が
印
度
叫

つ
き
ま
し
て
は
大
家
庄
、
山
崎
両
前
の

一ニ
、
市
外
通
話
の
お
申
込
み
は
「
市
外
」
一

す
）
大
・
年
冗
屋
政

（
元
昆
政
川
水
以
凶

い
硯
川
崎
で
説
明
巾
し
上
け
ま
す
か
ら
気
時
一
で
の
二
十
日
間
余
り
が
若
さ
ほ
Mm
で
、
う

電
副
が
似
日
同
へ
切
替
え
に
な
り
ま
す
と

と
お
告
げ
に
な
り
「
市
外
係
」
の
応
答

一

の
地
に
限
り
ま
す
）
は
普
通
加
入
区
域

一
に
お
利
用
下
さ
し。

一
ん
ざ
り
す
る
の
で
な
い
か
と
以
っ
て
お
り

電
話
番
号
が
変
史
に
な
り
ま
す
ほ
か
、
料

一

が
あ
っ
て
か
ら
お
申
込
み
下
さ
レ
。

一

と
な
り
ま
す
。

．
判
と
申
し
ま
し
で
も
年
米
年
蛇
は
各
家
庭
一
ま
す
。

金
品
、
収
倣
小
刀
法
か
も
つ
ぎ
の
よ
コ
札
変
り

問
、
た
家
一
比
郵
凶
川
で
以
…
欽
い
ま
し
た
官

一
例
加
入
ば
以
外
で
あ
っ
た
。

火
山中
い
川
一
の
火
一
一
誌
川
の
度
合
が
多
い
時
期
で
、
J

半

う

の
処
、

(2) 

万
円
し
か
み
て
な
い
の
で
百
四
i
五
十
一
提
出
し
都
市
計
画
街
路
と
・
て
決
心
』
・
を
受

一

万
円
の
追
加
と
そ
の
起
債
に
つ
レ
て
審

一
け
る
割
引
に
な
っ

た

。

（

建

設

蹄

）

一

哉
の
結
栄
了
承
、
散
会
午
後
五
時
。

一
2
3
l
tt
l
・1
4
｛

一

O
厚
生
蚕
員
会

一
＝
等
陸
海
空
士

一

士

百

六

日
午
後
一

時
三
十
分
役
場
出

一

自

衛

－

発
、
厚
生
委
員

一
行
大
家
庄
小
学
校
給
一

水
施
設
に
対
し
現
地
調
査
を
行
な
わ
る

一

水
紘
地
は
高
橋
地
先
、
舟
川
橋
上
流
五

一受

附

O
米
の
地
点
で
右
岸
に
湯
水
が
あ
る
の

一
試

験

で
そ
れ
を
突
き
と
め
る
た
め
試
捌
中
で
一採
用
予
定

あ
っ
た
。

一
応
募
資
格

都
市
計
画
街
路

の
決
定
に
つ
い
て
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官

採

用

本
年
度
設
終
の
機
会

一
月
十
四
口
ま
で

一
月
二
十
日
頃

三

月

下

旬

昭
和
十
年
三
月
二
日
か
ら
昭

称
十
七
年
三
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わ

び

十
一
月
号
の
第
六
回
町
民
体
育
大
会
の

記
事
に
つ
い
て
、
境
地
区
の
五
年
連
続
優

勝
は
六
年
連
続
優
勝
、
ご、

0
0
0米
継

走
の
三
勝
は
大
家
庄
地
区
で
な
く
て
器
地

区
で
あ
り
ま
し
た
、
こ
L
に
訂
正
し
て
お

わ
び
を
申
し
あ
げ
ま
す
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